
図１ COG精製設備フロー例

COG精製設備の設備計画支援

Equipment planning support of coke oven gas purification plants

１ 国内のCOG精製設備の現状
コークス製造時にコークス炉から発生する副生ガ

ス（以下、COG）に含まれる硫化水素、アンモニア
成分、粗製ベンゼン（軽油分）などの不純物や有価物
は、複数の設備によって構成されるCOG精製設備
によって段階的に処理されます（図１参照）。国内の
COGガス精製設備は、１９６０～１９７０年代に数多く建
設されており、その後約半世紀の間、老朽化やコー
クス生産計画の見直しに合わせて設備毎に部分的に
更新・増強されてきたため、設備全体で見ると現状
の生産計画に必ずしも見合ったものになっていない
という問題を抱えています。また、予備機が無い設
備もあり、COG精製設備の安定稼動の面からも設
備全体系での見直しが必要となっています。
当社は、上記の問題を解決するため、国内で唯一

設備全体をエンジニアリングできる会社として設備
ユーザーの生産計画にマッチした設備計画支援に取
り組んでおりますので、ここにご紹介します。

２ 当社の設備計画支援について
将来の生産計画を見据えた設備計画を行うために

は、先ずは老朽化や経年劣化している既設設備の能
力を定量的に把握する必要があります。その上で、
設備全体系の中でボトルネックとなる設備を整理
し、トータルメリットを最大化する設備計画を行い
ます。

２．１ 現状把握・課題整理
先ず初めに、現状設備の状況を把握するため、操
業状況確認、設備トラブルのヒアリング、設備の仕
様・計画能力の調査、現物確認、などの調査を行い
ます。調査結果を踏まえ設備ユーザーと当社認識を
共通化・明確化するため、設備毎に現状の課題を網
羅的にリスト化します。
リスト化したものから、設備の重要度、老朽度、
予備機の有無などを勘案して、能力評価計画を策定
します。

２．２ 現状設備能力評価
設備の運転データ・成分分析値から、現状の設備
能力を解析し、現状能力が計画能力に比べてどの程
度余力があるか、或いは不足しているか評価しま
す。必要に応じて処理ガス量、循環水量などの操業
条件を可能な範囲で変えて運転データを取得しま
す。
設備能力評価の事例を図２に示します。図２は
COG中の不純物や有価物を除去する吸収塔の吸収
能力を示すもので、COG量、吸収液循環量、COG
中成分濃度、温度等のデータから、吸収能力を解析
しグラフ化したものです。横軸はCOG流量、縦軸
は吸収率を表しています。グラフより現状能力は、
当初計画時の吸収能力（COG流量９０kN㎥／h、COG
温度３０℃、吸収液循環量２００㎥／hの時に吸収率
８０％）よりも高く、８５％まで吸収可能であることが
分かります。見方を変えると、COG流量が１１０kN㎥／h
まで増えても吸収率８０％は確保できます。また、COG
温度が上昇すると吸収性能は低下するため、COG
温度が４０℃となった場合には、同じ吸収率８０％では
８０kN㎥／hまでしか処理できない設備であることが
分かります。
実際には、吸収能力はデータ解析により定量化す
るため、吸収液循環量やCOG温度などのパラメー
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図２ 【設備能力評価事例】 吸収塔の吸収能力評価

図３ 【設備計画事例】 吸収設備の老朽更新

タを変えて、様々な視点から評価することが可能と
なります。
設備能力評価では、上記のような設備毎の吸収性

能、冷却性能、蒸留性能や、COG通ガス時の圧力
損失、熱交換器クーラーの冷却能力（U値）などにつ
いて検討します。

２．３ 設備全体系での設備計画
設備全体系での設備計画では、現在および将来の

生産計画、現状設備能力の余裕や不足、予備機の有
無、上流／下流設備の状態、設備投資額や操業コス
トなどを勘案して、トータルメリットが最大となる
設備構成、設備仕様を検討していきます。
設備全体系計画の事例を図３に示します。図３の

事例は、２塔の吸収塔を直列にして処理している設
備の１塔を老朽更新するものです。Case１の単純
更新のように既設と同じ能力の吸収塔（スプレー塔）
で更新した場合、予備機は無いまま将来もう１塔を
老朽更新しなければならない、といった課題が残り
ます。一方、Case２のように既設２塔分の吸収能
力を持った充填塔で更新すれば、予備機の機能付加
による操業安定化、吸収率の増加、将来の老朽更新
を無くす選択が可能、といった設備全体でのメリッ
トが得られます。また、吸収性能の高い充填塔に
よって投資金額も抑えられます。
具体的な設備仕様検討の際には、既設設備能力

データなどを利用した最適設備仕様（ミニマム仕様）
の決定や、設備全体のボトルネックを考慮した能力
増強仕様の検討などを行います。また、実際には、
COGを通ガスしたまま不断穿孔でガス分岐する場
合や、狭隘な場所での更新が必要な場合など、現場
状況に応じた計画が必要となるため、工事検討も含

めて提案していきます。

３ 今後について
当社の設備計画支援は、新日鐵住金㈱殿を始めと
する多くのコークス製造に関わるユーザーに評価さ
れ、具体的な設備計画を提案させて頂いておりま
す。今後ともCOG精製設備の総合エンジニアリン
グメーカーとして、設備ユーザーの設備計画を支援
して参ります。
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